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松
原
水
泳
場
・

新
海
浜
水
泳
場
開
設

期
間　

７
月
25
日
㈯
〜
８
月
16
日
㈰

彦
根
ゆ
か
た
ま
つ
り

　
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
夏
」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
る
ゆ
か
た
ま
つ

り
は
、
屋
台
村
、
ス
テ
ー
ジ
ラ
イ
ブ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
、
城
下
町
を
再

現
し
た
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

で
行
わ
れ
ま
す
。
浴
衣
で
参
加
す
る

と
、
豪
華
景
品
が
当
た
る
抽
選
会
に

参
加
で
き
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈰　

午
後
３
時
〜

同
９
時

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
と
き
は
８
月

９
日
㈰　
　
　
　

場
所　

夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ
ー
ド

彦
根
・
北
び
わ
湖
大
花
火
大
会

　

夏
の
夜
空
を
１
万
発
の
花
火
が

彩い
ろ
ど

り
ま
す
。
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、

打
ち
上
げ
ら
れ
る
数
々
の
花
火
を
、

湖
面
を
渡
る
夜
風
に
あ
た
り
な
が

ら
、
夢
の
ひ
と
と
き
を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

日
時　

８
月
１
日
㈯　

午
後
７
時
45

分
〜
同
８
時
30
分

※
荒
天
の
と
き
は
、
８
月
４
日
㈫

場
所　

松
原
水
泳
場

彦
根
七
夕
ま
つ
り

　

色
と
り
ど
り
の
カ
ラ
フ
ル
な
七

夕
飾
り
で
、
ま
ち
じ
ゅ
う
が
彩
ら
れ

ま
す
。

期
間　

８
月
１
日
㈯
〜
８
日
㈯

場
所　

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ
リ

ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本

通
り　

各
商
店
街

ひ
こ
ね
万
灯
流
し

　

彦
根
の
万
灯
流
し
は
、
灯
ろ
う
に

願
い
ご
と
を
書
い
て
、
そ
っ
と
川か

わ

面も

に
流
し
ま
す
。
や
み
に
浮
か
び
上
が

る
数
多
く
の
灯

と
も
し

火び

は
、
と
て
も
幻
想

的
で
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈭

　
　
　

午
後
６
時
〜
同
９
時

場
所　

芹
川
堤
（
芹
橋
〜
後
三
条
橋
間
）

彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

　

ご
存
知
、
見
て
楽
し
い
、
踊
っ
て

な
お
楽
し
い
「
彦
根
ば
や
し
」
に
の

せ
て
踊
り
歩
く
、
総
お
ど
り
。

日
時　

８
月
８
日
㈯　

午
後
５
時
〜

同
９
時

※
小
雨
決
行
。
雨
天
の
と
き
は
中
止
。

場
所　

中
央
・
銀
座
・
登
り
町
グ
リ

ー
ン
通
り
・
リ
バ
ー
サ
イ
ド
橋
本

通
り　

各
商
店
街

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
彦
根
観
光

協
会
☎
23-

０
０
０
１
番
、

観
光
振
興
課
☎
30-

６
１
２
０

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８
番

◀
昨
年
の
彦
根
ば
や
し
総
お
ど
り
大
会

▶
昨
年
の
彦
根
大
花
火
大
会
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清
掃
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

祝
日
の
ご
み
等
収
集
の
お
知
ら
せ

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
７
月
�0

日
（月・祝）
は
、
通
常
通
り
収
集
を
行
い
ま

す
。
た
だ
し
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の

直
接
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
ご
み
等
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

清
掃
セ
ン
タ
ー

☎
22-

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

７
７
８
７
番

農
家
お
よ
び
農
地
基
本
台

帳
申
告
調
査
（
８
・
１
調
査
）

を
行
い
ま
す

　

今
年
度
か
ら
、
８
月
１
日
現
在
に

お
け
る
農
家
お
よ
び
農
地
の
利
用

状
況
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
法
に
か
か
る

許
可
申
請
な
ど
の
審
査
や
各
種
証

明
業
務
、
農
業
行
政
関
係
の
１
年
間

の
基
礎
資
料
な
ど
と
し
て
必
要
な

た
め
行
う
調
査
で
す
。
農
地
を
所
有

ま
た
は
、
耕
作
さ
れ
て
い
る
人
は
、

配
付
さ
れ
る
調
査
表
に
記
入
し
て

い
た
だ
き
、
８
月
10
日
㈪
ま
で
に
必

ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

農
業
委
員
会
事

務
局
☎
30-

６
１
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

　

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な

場
合
に
申
請
す
る
と
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
、
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
の
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

申
請
手
続
き
は
、

保
険
年
金
課
、

支
所
・
各
出
張
所
、
ま
た
は
、
彦
根

社
会
保
険
事
務
所
国
民
年
金
課
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶
予
制
度

①
保
険
料
申
請
免
除　

　
　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場

合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
の
全
額
、
ま
た
は
一
部
の

納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
承
認
期

間
は
、
原
則
７
月
か
ら
翌
年
６
月

ま
で
で
す
。
一
部
納
付（
４
分
の
１

納
付
、
半
額
納
付
、
４
分
の
３
納
付
）

に
つ
い
て
は
、
保
険
料
の
納
付
が

な
け
れ
ば
、
未
納
と
同
じ
取
り
扱

い
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予　

　
　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配

偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則

７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
で
す
。

③
学
生
納
付
特
例　

学
生
で
、
本
人

の
前
年
所
得
が
一
定
基
準
以
下

の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

ま
す
。
承
認
期
間
は
、
原
則
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

彦
根
社
会
保
険

事
務
所
国
民
年
金
課
☎
23-

１
１

１
４
番

水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す　

　

７
月
20
日

（月・祝）
か
ら
８
月
20
日
㈭

ま
で
、
外
馬
場
公
園
（
京
町
二
丁
目
）

と
多
景
公
園
（
八
坂
町
・
県
立
大
学
西
ど

な
り
）
に
水
遊
び
場
を
開
設
し
ま
す
。

自
由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

利
用
時
の
注
意

☆
水
遊
び
場
は
、
幼
児
を
対
象
に
し

て
い
ま
す
。
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
け
が
を
し
な
い
よ
う
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
絶
対
に
土

足
で
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
ペ
ッ
ト
を
中
に
入
れ
た
り
、
洗
っ

た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

☆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染

状
況
や
Ｏ
１
５
７
な
ど
が
発
生

し
た
と
き
は
、
閉
鎖
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先  

都
市
計
画
課
☎

30-

６
１
２
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
24-

８
５
１
７
番

児
童
扶
養
手
当　

特
別
児
童
扶
養
手
当

今
年
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い

　

児
童
扶
養
手
当
は
母
子
家
庭
な
ど

に
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
障
害

児
の
い
る
家
庭
な
ど
に
、
生
活
の
安

定
と
自
立
を
促
進
す
る
た
め
に
支
給

さ
れ
る
手
当
で
す
。
こ
れ
ら
の
手
当

を
受
け
て
い
る
人
（
現
在
支
給
停
止

に
な
っ
て
い
る
人
も
含
む
）
は
、
そ

れ
ぞ
れ
「
現
況
届
」「
所
得
状
況
届
」

を
期
間
内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
届
を
２
年
間
提
出
し
な
い

と
、
受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

提
出
期
間

▼
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
３
日
㈪　

〜
同
31
日
㈪

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
＝
８
月
11

日
㈫
〜
９
月
10
日
㈭

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て

支
援
課
（
平
田
町
）
☎
23-

９
５
９

０
番
、Ｆ
Ａ
Ｘ
26-

１
７
６
８
番

新
デ
ザ
イ
ン
の
被
保
険
者

証
を
７
月
に
送
付
し
ま
す

　

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
７
月
中

に
簡
易
書
留
郵
便
で
発
送
し
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
も
変
わ
り
、
２
つ
折
り
に

し
て
名
刺
サ
イ
ズ
、
文
字
も
大
き
く

な
り
ま
す
。

▼
８
月
１
日
は
、
年
に
一
度
の
被

保
険
者
証
の
更
新
日
で
す

　
　

更
新
に
伴
い
、
現
在
長
寿
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員

の
被
保
険
者
証
が
新
し
く
な
り

ま
す
。

▼
８
月
１
日
か
ら
は
、
今
ま
で
の
被

保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん

　
　

８
月
１
日
以
降
は
、
今
ま
で
の

被
保
険
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平
成
21
年
度
の
保
険
料
の
額

を
７
月
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

長
寿
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
、

平
成
21
年
度
の
１
年
間
の
保
険
料

の
額
や
、
お
支
払
い
の
方
法
を
お
知

ら
せ
す
る
通
知
書
を
、
７
月
に
郵
送

し
ま
す
。

▼
保
険
料
の
計
算

　
　

平
成
21
年
度
の
保
険
料
は
、
平

成
20
年
中
の
所
得
に
基
づ
い
て

計
算
し
ま
す
。

▼
特
別
徴
収
な
ら
年
金
か
ら
、
普
通

徴
収
な
ら
納
付
書
か
口
座
振
替
で

　
　

通
知
書
の
特
別
徴
収
の
欄
に

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
年

金
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま

す
。　
　

　
　

通
知
書
の
普
通
徴
収
の
欄
に

金
額
が
記
載
さ
れ
て
い
れ
ば
、
納

付
書
か
口
座
振
替
で
お
支
払
い

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

普
通
徴
収
は
、
７
月
か
ら
翌
年

３
月
ま
で
の
毎
月
、
９
期
に
分
け

て
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
普
通
徴
収
の
納
付
書
に
つ
い
て

　
　

保
険
料
の
額
の
通
知
書
と
納

付
書
は
別
々
に
送
付
し
て
い
ま

す
。
通
知
書
と
納
付
書
の
到
着
が

前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。　

　
　

ま
た
、
納
付
書
は
年
間
分
を
一

度
に
送
付
し
ま
す
。
各
納
期
ま
で

に
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
の
年
間
保
険

料
が
５
、
７
０
０
円
（
８
・
５

割
軽
減
）
の
人
へ

　

平
成
20
年
度
の
保
険
料
が
５
、
７

０
０
円
の
人
は
、
年
度
途
中
で
保
険

料
が
半
額
に
な
っ
た
た
め
、
平
成
20

年
８
月
ま
で
の
年
金
か
ら
の
引
去

り
の
み
で
、
平
成
20
年
度
保
険
料
の

納
付
が
完
了
し
て
い
る
人
が
多
く

い
ま
し
た
。
そ
の
人
も
、
平
成
21
年

度
の
保
険
料
の
納
付
が
始
ま
り
ま

す
。
今
後
の
納
付
は
、
７
・
８
・
９

月
は
納
付
書
や
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
で
、
10
月
・
1�
月
・
２
月
は
年

金
か
ら
の
お
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

平
成
22
年
度
は
年
間
通
じ
て
、
年
金

か
ら
の
お
支
払
い
の
予
定
で
す
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
年
間
保
険
料
に
つ
い
て
、

世
帯
の
世
帯
主
と
被
保
険
者
全
員

の
総
所
得
等
の
金
額
が
33
万
円
以

下
（
年
金
収
入
の
場
合
１
６
８
万
円
以
下
）

の
場
合
、
均
等
割
が
５
、
７
２
６
円

（
本
来
は
、
１
万
１
、
４
５
２
円
）
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
被
保
険
者
全
員
の

年
金
収
入
が
80
万
円
以
下
で
、
そ
の

ほ
か
の
所
得
が
な
い
場
合
は
、
年
間

保
険
料
が
３
、
８
１
７
円
に
な
り
ま

す
。

平
成
20
年
度
の
年
間
保
険

料
が
１
、
９
０
８
円
（
旧
社
会

保
険
の
被
扶
養
者
）
の
人
へ

　

長
寿
医
療
保
険
に
加
入
す
る
前

に
、社
会
保
険
（
国
民
健
康
保
険
以
外
の

健
康
保
険
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

は
、
現
在
、
均
等
割
の
１
割
を
徴
収

（
９
割
軽
減
）
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

平
成
20
年
度
の
保
険
料
は
、
国
に
よ

る
軽
減
措
置
が
あ
っ
た
た
め
、
４
月

か
ら
９
月
の
半
年
間
は
保
険
料
を

い
た
だ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
平

成
21
年
度
は
、
こ
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
�0
年
度
の
年
間

保
険
料
が
１
、
９
０
８
円
だ
っ
た
人

の
平
成
�1
年
度
年
間
保
険
料
は
３
、

８
１
７
円
に
な
り
ま
す
。

　「福祉サービス調整委員」は、彦根市が提供

する高齢者福祉・児童福祉・障害者福祉などの

福祉・介護サービスを市民の皆さんが利用する

なかで発生した不満や苦情を、公平な立場で受

け止め、サービス提供者（彦根市や事業者）との

間に立って、解決のための話し合いをするもの

です。

　苦情として伝えたいが、直接サービス提供者

には伝えにくいこと、また、解決を求めているの

にサービス提供者が解決しないなどの問題に

ついて、皆さんが気軽に相談できる窓口です。

相談内容や相談者の情報については、守秘義

務がありますので、安心してご利用ください。

相談は無料です。直接または電話

で福祉サービス調整委員にご相

談ください。

問い合わせ先　 社会福祉課

☎ 23-9590、FAX26-1768

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年

金
課
保
険
係
☎
30-

６
１

１
２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
21-

２
２

２
０
番
、
滋
賀
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
☎
０
７

７-

５
２
２-

３
０
１
３
番
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ: http://

w
w

w.shigakouiki.jp/

▶
新
し
く
発
送
す
る
被
保
険
者
証
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自
分
で
持
っ
て
行
け
な

い
人
も
い
る
と
思
う
が
、
粗

大
ご
み
収
集
を
年
一
度
ぐ

ら
い
無
料
で
で
き
な
い
か
。【
女
性
・

30
歳
代
】

　

粗
大
ご
み
の
回
収
は
、
職

員
が
自
宅
ま
で
収
集
に
出

向
く
有
料
の
戸
別
収
集
と

直
接
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て

い
た
だ
く
方
法
の
２
通
り
あ
り
ま

す
。

　

な
お
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
の
直
接

持
込
み
の
場
合
は
、
１
０
０
㎏
ま
で

は
無
料
で
す
。
ま
た
、
年
数
回
、
土

曜
日
あ
る
い
は
日
曜
日
に
受
入
を

行
っ
て
い
ま
す
。
土
曜
日
、
日
曜
日

の
受
入
日
は
「
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
」

で
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

政
運
営
の
参
考
に
い
た
し
ま
す
。

集
計
の
結
果
か
ら

　
「
意
見
・
提
言
」
は
、
市
政
全
般

に
わ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

道
路
整
備
や
、
福
祉
、
医
療
、
環

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
直
接
お

聴
き
し
、
対
話
の
行
政
を
い
っ
そ

う
進
め
る
た
め
、
毎
年
実
施
し
て

い
る
「
市
政
へ
の
意
見
・
提
言
」

に
、
半
年
間
で
、
１
２
３
人
の

皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成
20
年
10

境
・
ご
み
問
題
な
ど
、
市
民
生
活
に

密
着
し
た
分
野
の
意
見
が
数
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
彦
根
市

の
行
財
政
運
営
、
観
光
、
防
災
、
交

通
安
全
対
策
な
ど
に
関
す
る
意
見

も
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
な
か

か
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提

言
、
市
か
ら
の
回
答
の
概
要
を
、
一

部
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
30-

６
１
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
22-

１
３
９
８
番

平成20年10月〜平成21年３月受付分の集計結果

実施方法　▶「広報ひこね」に印刷して、各戸配布

　　　　  ▶彦根市ホームページから電子メールで受付

投書件数　147件

内容別件数 （彦根市総合発展計画「ひこね 21世紀創造プラン」

の５つの柱ごとの集計）

▶人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる
　福祉のまちづくり� …21件（14.3%）　　　　

　＊福祉関係　　１0件　＊医　　療        ６件

　＊健康管理　　　４件　＊バリアフリー   １件

▶良好な環境が整った、快適で
　安全・安心なまちづくり� …37件（25.2%）

　＊環境保全・リサイクル　１3件

　＊防災対策  　   ８件　＊地域安全対策    ３件

　＊交通安全対策  ６件   ＊都市景観　　    ２件　

　＊廃棄物対策　   ４件   ＊上下水道　　　  １件

▶活力ある産業に満ちた、にぎわい
　あふれるまちづくり� …28件（19.0%）

　＊商工・観光       ８件　＊雇用・勤労者福祉　５件 

　＊道路整備　　  ６件  ＊土地利用　   ４件 　

　＊公共交通　　  ５件

▶明日の彦根市を担う人を育むまちづくり
� …7件（4.8%）

　＊生涯学習　      ４件　＊幼児教育     １件 

　＊学校教育　   　２件

▶人とひととの交流をひろげ、市民文化を
　創造するまちづくり� …11件（7.5%）

　＊文化・芸術　　５件　

　＊歴史文化資産の保存・活用　　　　　５件

　＊スポーツ・レクリエーション　　　　　１件

▶その他� …43件（29.2%）

　＊行財政運営　 23件　

　＊ひこにゃん　    ６件

　＊その他　        14件

月
〜
平
成
21
年
３
月
受
付
分
）

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
「
意
見
・
提

言
」
は
、
す
べ
て
市
長
が
拝
見
し
、

匿
名
な
ど
の
場
合
を
除
き
可
能
な

限
り
回
答
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た

ご
意
見
、
ご
提
言
と
し
て
今
後
の
市

　

路
上
禁
煙
に
関
す
る
条

例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
の
タ
ク
シ
ー

乗
場
付
近
に
喫
煙
場
所
が
あ
り
、
効

果
が
な
い
の
で
は
な
い
か
。【
男
性
・

50
歳
代
】

　

Ｊ
Ｒ
彦
根
駅
に
設
置
さ

れ
て
い
る
灰
皿
は
、
７
月
１

日
か
ら
の
構
内
全
面
禁
煙

に
よ
り
、
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
の
目
的
は
歩
き
た
ば
こ
に

よ
る
被
害
の
防
止
を
主
と
し
、
現

在
、
市
内
に
４
か
所
の
禁
止
地
区
を

指
定
し
て
い
ま
す
が
、
禁
止
地
区
の

指
定
時
に
は
喫

煙
場
所
は
設
け

る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

街
灯
の
な
い
道
が
あ
り

ま
す
。
な
か
に
は
不
審
者
が

出
て
も
お
か
し
く
な
い
よ

う
な
と
こ
ろ
も
あ
り
、
安
全
に
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
街
灯
を

増
や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。【
女

性
・
30
歳
代
】

　

街
灯
は
、
幹
線
道
路
な

ど
で
主
要
な
交
差
点
や
橋

な
ど
に
対
し
、
必
要
に
応

じ
て
設
置
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
防
犯
灯
は
、
集
落
内
お
よ
び

集
落
に
面
し
て
い
る
道
路
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
で
設
置
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
設
置
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
駅
と
集
落
を
結
ぶ
と
こ
ろ

な
ど
、
彦
根
市
に
お
い
て
、
防
犯
灯

の
設
置
が
必
要
と
判
断
す
る
と
こ

ろ
に
つ
い
て
は
、
緊
急
性
な
ど
を
検

討
し
、
年
次
計
画
的
に
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

町
名
を
城
下
町
ら
し
く

旧
町
名
に
戻
し
て
は
ど
う

か
。
変
更
に
あ
た
っ
て
は
経

費
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
が
、
せ
め

て
お
城
の
近
く
だ
け
で
も
で
き
な

い
か
。【
男
性
・
60
歳
以
上
】

　

現
在
の
町
割
や
町
名
は
、

住
居
表
示
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
昭
和
39
年
に
審

議
会
を
設
置
し
、
審
議
会
の
な
か
で

検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
き
、
今
日
の

整
然
と
し
た
姿
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

住
居
表
示
事
業
か
ら
約
40
年
が

経
過
し
、
現
在
の
町
名
が
定
着
す
る

な
か
、
旧
町
名
の
復
活
を
望
ま
れ
る

声
も
あ
り
ま
す
が
、
復
活
に
は
社
会

的
・
経
済
的
な
影
響
が
伴
い
、
対
象

地
域
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
人
た
ち

に
と
っ
て
も
大
き
な
負
担
が
生
じ

る
な
ど
、
旧
町
名
の
復
活
は
極
め
て

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
彦
根
城
の
築
城

と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
歴
史
を

後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く
う
え
で
、

藩
政
時
代
の
町
名
の
由
来
な
ど
を

紹
介
す
る
こ
と
は
意
義
の
あ
る
こ

と
で
、
表
示
板
の
設
置
、
マ
ッ
プ
や

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
へ
の
掲
載
な
ど
の

取
り
組
み
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
ま
す
。

　

14
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
来
、
い
つ
大
き
な
災

害
が
起
こ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
大
切
な
の
は
、
い
か
に
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
か
で

す
。
そ
こ
で
、
千
鳥
ヶ
丘
公
園
の
辺

り
に
災
害
避
難
所
や
救
援
物
資
な

ど
の
倉
庫
と
被
害
か
ら
早
く
復
興

で
き
る
よ
う
な
施
設
を
建
設
し
、
防

災
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
し
て
は
ど

う
か
。【
男
性
・
60
歳
以
上
】

　

千
鳥
ヶ
丘
公
園
は
、
市
の

防
災
計
画
の
中
で
広
域
避

難
地
指
定
公
園
と
し
て
位

置
づ
け
て
い
る
避
難
所
で
す
。
特
に

市
街
地
に
お
い
て
公
園
は
、
避
難
所

や
緊
急
支
援
物
資
の
集
積
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
の
活
用
や
延
焼
遮
断
機

能
、
救
援
活
動
の
円
滑
化
な
ど
災
害

時
の
人
的
物
的
被
害
を
最
小
限
に

食
い
止
め
る
手
段
と
し
て
大
き
な

効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
管
理
施
設
と
し
て
の

防
災
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
、
現
在
の

財
政
状
況
か
ら
困
難
で
す
が
、
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
予
防
・
減

災
対
策
に
重
点
を
置
き
、
避
難
場
所

の
耐
震
化
な
ど
の
「
モ
ノ
づ
く
り
」、

防
災
訓
練
や
防
災
普
及
啓
発
な
ど

に
よ
る
「
ヒ
ト
づ
く
り
」、自
主
防
災

組
織
結
成
の
促
進
な
ど
に
よ
る
「
シ

ク
ミ
づ
く
り
」
の
視
点
か
ら
、
今
後

も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

町
内
で
は
交
通
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
が
、春
と

秋
の
交
通
安
全
運
動
の
前

に
市
内
各
地
域
で
警
察
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
安
全
講
習
会
を
し
て

は
ど
う
か
。【
男
性
・
50
歳
代
】

　

彦
根
警
察
署
管
内
の
昨

年
の
交
通
事
故
は
、
交
通
事

故
件
数
、
負
傷
者
数
、
死
亡

者
数
い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
悲
惨
な

事
故
が
な
く
な
ら
な
い
の
も
事
実

で
す
。
彦
根
市
で
は
、
警
察
を
は
じ

め
交
通
安
全
協
会
な
ど
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
安

全
に
む
け
て
の
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
交
通
安
全
講
習
会
や
教
室
な

ど
は
、
幼
稚
園
や
小
学
校
、
自
治
会

や
老
人
会
な
ど
の
団
体
に
出
向
き

随
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

小
江
戸
と
い
わ
れ
る
彦

根
に
は
、
国
宝
・
彦
根
城
を

は
じ
め
と
す
る
史
跡
や
足

軽
屋
敷
な
ど
の
江
戸
時
代
か
ら
の

雰
囲
気
が
残
っ
て
お
り
、
小
江
戸
彦

根
村
と
し
て
立
ち
上
げ
ア
ピ
ー
ル

し
、
ま
た
、
古
い
街
を
撮
っ
た
写
真

や
描
い
た
絵
画
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
ら
を
上
手
く
活
用
し
て
観
光
客

を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。【
女
性
・
60

歳
以
上
】

　

彦
根
は
、
彦
根
城
築
城
に

よ
り
形
成
さ
れ
た
城
下
町

で
あ
り
、
史
跡
な
ど
が
多

く
、
こ
れ
ら
は
貴
重
な
文
化
資
産
で

あ
る
と
と
も
に
観
光
資
源
で
も
あ

り
ま
す
。
２
月
に
は
、「
地
域
の
歴

史
的
風
致
の
維
持
及
び
向
上
に
関

す
る
法
律
」、
い
わ
ゆ
る
歴
史
ま
ち

づ
く
り
法
に
基
づ
く
計
画
が
国
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
よ

り
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
修
理
を

は
じ
め
、
文
化
・
伝
統
の
維
持
向
上

な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
小
江
戸
彦
根
村
と
し
て

の
施
設
を
設
け
る
こ
と
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
江
戸
の
ま
ち
な
み
を

再
現
し
た
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス
ル
ロ

ー
ド
な
ど
、
今
あ
る
観
光
資
源
を
有

効
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
古
い
ま
ち
な
み

を
描
い
た
絵
画
な
ど
も
生
か
し
て
、

さ
ら
な
る
魅
力
の
向
上
に
努
め
誘

客
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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こ
と
を
目
的
に
行
い
ま
す
。
今
回
、

こ
の
訪
問
使
節
団
へ
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

訪
問
期
間　

８
月
21
日
㈮
〜
同
23

日
㈰

募
集
人
数　

30
人
程
度
（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

応
募
資
格　

市
内
に
在
住
ま
た
は
、

在
勤
の
18
歳
以
上
の
人（
高
校
生
は

除
く
）

参
加
料　

６
万
円
程
度

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

は
が
き
に

参
加
人
数
、
参
加
者
全
員
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、

企
画
課
萩
市
訪
問
ツ
ア
ー

担
当
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
元
町
４

番
２
号
）
☎
30-

６
１
４
１
番
、Ｆ

Ａ
Ｘ
22-
１
３
９
８
番
ま
で

市
民
創
造
事
業

直
弼
と
ぐ
る
っ
と
城
下
町

　

彦
根
城
や
彦
根
の
ま
ち
を
よ
り

知
っ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
ま
わ
っ

て
い
た
だ
く
た
め
に
携
帯
電
話
を

参
加
ク
ラ
ス

小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部　

Ａ
ク

ラ
ス
（
２
級
以
上
お
よ
び
希
望
者
）、Ｂ

ク
ラ
ス
（
３
級
〜
７
級
）、Ｃ
ク
ラ
ス

（
８
級
〜
初
心
者
）

一
般
の
部　

Ａ
ク
ラ
ス
（
３
段
以
上
お

よ
び
希
望
者
）、
Ｂ
ク
ラ
ス
（
２
段
〜

初
段
）、
Ｃ
ク
ラ
ス
（
１
級
〜
４
級
）、

Ｄ
ク
ラ
ス
（
５
級
以
下
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、(

小
中
学
生
の
場
合
は
、

学
校
学
年
）、
電
話
番
号
、
参
加
部

門
・
ク
ラ
ス
を
明
記
し
、

企
画

課
将
棋
大
会
担
当
（
〒
５
２
２-
８

５
０
１
元
町
４
番
２
号
）☎
30-

６
１

４
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
22-

１
３
９
８

番
ま
で

萩
市
訪
問
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
す

　

彦
根
市
で
は
、
吉
田
松
陰
の
生
誕

地
で
あ
る
萩
市
へ
訪
問
使
節
団
を

派
遣
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
井
伊
直
弼
と
開
国
１
５
０

年
祭
に
関
連
し
て
、
彦
根
と
萩
の
市

民
が
相
互
に
交
流
と
親
善
を
図
る

募　

集

主
催
事
業

直
弼
杯
将
棋
大
会

　

井
伊
直
弼
の
名
前
を
つ
け
た
、
将

棋
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
特
別
審
判

長
と
し
て
ひ
こ
に
ゃ
ん
が
登
場
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
指
導
対
局

や
懸
賞
詰
め
将
棋
の
出
題
、
関
西
棋

界
を
代
表
す
る
若
手
プ
ロ
棋
士
に

よ
る
公
開
対
局
と
大
盤
解
説
な
ど

も
行
い
ま
す
。

小
学
生
の
部
、
中
学
生
の
部

日
時　

８
月
８
日
㈯　

午
前
10
時

〜
（
受
付
午
前
９
時
半
〜
）

一
般
の
部

日
時　

８
月
９
日
㈰　

午
前
10
時

〜
（
受
付
午
前
９
時
半
〜
）

場
所　

彦
根
商
工
会
議
所

※
公
開
対
局
は
、
彦
根
城
博
物
館
能

舞
台
で
行
い
ま
す
。

参
加
要
件　

ア
マ
チ
ュ
ア
の
人

参
加
料　

一
般
２
、
０
０
０
円
、
小
・

中
学
生
５
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

定
員　

各
日
２
０
０
人
（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

募
集
期
限　

７
月
31
日
㈮

使
っ
た
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
を
行
い
ま

す
。

　

今
回
は
、「
彦
根
城
と
周
辺
コ
ー

ス
」「
知
る
人
ぞ
知
る
街
巡
り
コ
ー

ス
」
を
用
意
し
ま
す
。
コ
ー
ス
上
に

設
置
さ
れ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯

電
話
で
読
み
取
り
、
出
題
さ
れ
る
ク

イ
ズ
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正

答
率
に
よ
っ
て
、
豪
華
景
品
を
贈
呈

し
ま
す
。
ま
た
、
８
月
１
日
㈯
〜
同

31
日
㈪
の
期
間
、
夢
京
橋
キ
ャ
ッ
ス

ル
ロ
ー
ド
・
四
番
町
ス
ク
エ
ア
の
一

部
の
店
舗
で
使
用
で
き
る
ク
ー
ポ

ン
を
発
行
し
ま
す
。

　

８
月
１
日
㈯
に
は
ひ
こ
に
ゃ
ん

と
や
ち
に
ゃ
ん
、
８
日
㈯
に
は
、
か

も
ん
ち
ゃ
ん
と
や
ち
に
ゃ
ん
が
、
四

番
町
ス
ク
エ
ア
の
ひ
こ
ね
街
な
か

プ
ラ
ザ
に
応
援
に
き
て
く
れ
ま
す
。

開
催
日　

８
月
１
日
㈯
、
同
８
日
㈯

時
間　

両
日
と
も
午
前
11
時
〜

受
付
・
ゴ
ー
ル
地
点　

ひ
こ
ね
街
な

か
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ
先　

Ｓ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
滋
賀

大
学
☎
０
８
０-

２
９
０
２-

０

５
４
４
（
河
野
方
）、
Ｅ
メ
ー
ル: 

sife@
st.shiga-u.ac.jp
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〈内容〉身近な妖怪・地域に伝承される妖怪をテーマに、３

回シリーズの講座を開催します。　〈テーマ・日時〉１回目

「妖怪－幽霊、お化け、そして神様！　妖怪は彦根にいる

か？」　７月24日㈮　14：00 〜 15：30、２回目 「今日は、

淡海（おうみ）の妖怪のお話！」　８月８日㈯　19：00 〜

20：30、３回目 「今も身近にいる？　妖怪のいる毎日」　
８月21日㈮ 14：00 〜 15：30　※テーマは変更になる場合

があります。〈場所〉 男女共同参画センター「ウィズ」（平

田町）〈定員〉40 人　〈参加費〉各回 100 円　〈申込期限〉７月

23日㈭　〈申込・問い合わせ先〉NPO 法人 LINKS（リンクス）

☎ 090-2061-5135（柴田方）、FAX26-9820 か、 男女共同

参画センター「ウィズ」☎ 24-3529（FAX 共用）、E メー

ル：with.hikone@oboe.ocn.ne.jp

〈内容〉ご飯のピザ、ういろう、がらたてもちなど、お米を

使った料理教室を開催します。　〈日時〉8月19日㈬　9：30〜

14：00　〈場所〉グリーンピアひこね（清崎町）　〈対象〉市内在住

の親子15組（先着順、年齢は問いません）　〈参加費〉一人 300円

　〈持ち物〉エプロン、三角巾、はし、お茶　〈申込期間〉８月

３日㈪〜同７日㈮　〈申込・問い合わせ先〉住所、氏名、電

話番号、参加人数を書いて、ファクスで湖東地域生活研究

グループ協議会（ 湖東地域振興局農産普及課内）☎ 27-2228、

FAX23-0821

〈趣旨〉先の大戦で亡くなられた戦没者の遺児を対象に、戦没

者の戦死した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行い、また同地域の

住民と友好親善を深めることを目的に実施します。　〈巡拝

地域および時期〉中国、フィリピン、沖縄ほか。詳しくは㈶

日本遺族会事業課事業係までお問い合わせください。〈参

加費〉一律10万円。ただし、沖縄は５万円　〈問い合わせ先〉

㈶日本遺族会事業課事業係☎ 03-3261-5521　内線 3656

〜 8　〈申込先〉滋賀県遺族会事務局☎ 077-522-7227

〈内容〉　日常生活に使う会話を学び、ブラジルの文化・習慣

にも親しみます。〈対象〉　ブラジルやポルトガル語に興味が

あり、ポルトガル語を学びたい人　〈日時〉８月26日〜９月

30日までの毎週水曜日（９月23日は除く）　19：00 〜 20：30

　全５回 〈場所〉市民会館２階会議室〈定員〉15人（先着順）

〈教材費〉2,000 円　〈申込開始日〉７月21日㈫　〈申込・問い

合わせ先〉 市民交流課☎ 30-6113、FAX22-1398

 

〈内容〉花火大会翌日に会場周辺の清掃活動を行います。　

〈日時〉８月２日㈰　７：00 〜（２時間程度）※雨天決行　〈集

合時間〉６：45　〈集合場所〉彦根港船乗り場付近　〈問い合

わせ先〉　彦根・北びわ湖大花火大会実行委員会事務局（㈳彦

根観光協会）☎ 23-0001、FAX26-1919

〈内容〉犬上川にすむ魚や水生生物の観察　〈日時〉８月４日㈫　

９：00 〜12：00　※当日の天候により中止になることがありま

す。　〈場所〉南青柳橋（開出今町）付近の犬上川　〈費用〉100 円　

〈申込開始日〉７月16日㈭　〈応募方法・問い合わせ先〉電話かファ

クスで「快適環境づくりをすすめる会」事務局（ 生活環境課内）

☎ 30-6116、FAX27-0395 へ　

〈内容〉自分の表現したいものをデザインし、うちわづくり

に必要なパソコン操作の知識と技術を学びます。　〈日時〉

８月２日㈰　９：00 〜 12：00　〈場所〉ひこね燦ぱれす（小

泉町）　〈費用〉一人 200円　〈定員〉1 5人（先着順）　〈対象〉小

学５・６年生　〈申込開始日〉７月19日㈰　〈申込・問い合わ

せ先〉ひこね燦ぱれす☎ 26-7272、FAX26-7377 へ

〈内容〉太陽の部分日食を観察します。〈日時〉７月22日㈬　

9：00 〜 12：00　※悪天候の場合は中止　〈場所〉子どもセ

ンター（日夏町）　〈対象〉天文に興味のある人　〈参加料〉１

人 300円　 〈申込方法・問い合わせ先〉〉直接、 子どもセン

ター☎ 28-3645（FAX 共用）にお越しください。

〈内容〉顕微鏡の下のふしぎなミクロの世界をのぞいてみま

せんか。実際にプランクトンを取りに出かけ、顕微鏡で観

察します。　〈日時〉８月９日㈰　９：30 〜 12：00　〈場所〉

子どもセンター（日夏町）　〈対象〉小学４〜６年生〈申込開

始日〉７月16日㈭　〈定員〉15人（先着順）※保護者の参加も

できます。〈参加費〉一人 200円（保険代含む） 〈申込方法・問

い合わせ先〉〉電話か、直接 子どもセンター☎ 28-3645（FAX 共

用）に申し込んでください。

〈日時〉８月26日㈬　9：00 〜 12：10　〈場所〉消防本部（西

今町）〈受講料〉2,000 円（テキスト代を含む）〈定員〉40人（先

着順）　〈申込期間〉７月27日㈪〜同31日㈮の 8：30 〜 17：

15〈申込・問い合わせ先〉 消防本部予防課☎ 22-0332、

消防署南分署☎ 43-5670、同北分署☎ 23-0119、同犬上

分署☎ 38-3130

  

〈会場〉城陽小学校　〈日時〉９月３日〜10月22日　毎週木曜

日の 18：30 〜 20：00　〈対象〉ピアノ経験のない小学生以

上の人　〈受講料〉1,600 円（中学生以下は無料）ただし、テキ

スト代が別途必要です。　〈応募期間〉７月27日㈪〜８月14

日㈮（当日消印有効）　〈定員〉10人（応募者多数の場合、抽選）

〈申込方法・問い合わせ先〉往復はがきの往信の裏面に住

所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、希望講座、会場校

を、返信の表面に郵便番号、住所、氏名を書いて、 教育

委員会生涯学習課（〒 522-0001　 尾末町１-38）☎ 24-7971、

FAX23-9190 まで申し込んでください。

〈内容〉職場体験を通して「ものづくり」の楽しさと仕事

においての責任感と協調性を学ぶことを目的に行います。

　〈日時〉８月５日㈬　10：00 〜 14：00　〈場所〉あまか

らや「将月」（本町二丁目）　〈対象〉小学５・６年生とその

親　〈定員〉15 組（先着順）〈費用〉300 円　〈申込開始日〉

７月19日㈰　〈申込・問い合わせ先〉ひこね燦ぱれす☎

26-7272、FAX26-7377 へ

〈内容〉路線バスの利用促進を図るため、市民の視点で分かりや

すい時刻表や路線図を掲載した公共交通マップを作成します。

　〈日時〉７月25日㈯　９：30 〜 12：00　〈場所〉市役所５階

第３委員会室〈定員〉30人　〈申込期限〉７月24日㈮　〈参加

費〉無料　〈申込方法・問い合わせ先〉電話、ファクス、Ｅメ

ールで、 交通対策課☎ 30-6134、FAX24-8517、Ｅメー

ル：koutsutaisaku@ma.city.hikone.shiga.jp へ

　ウィズ市民企画講座

　妖怪に何かようかい？あなたも妖怪博士！

 

　キッズラボ　のぞいてみようミクロの世界！

 

　教室開放事業「もしもピアノが弾けたなら」

 

　甲種防火管理再講習

 

　戦没者遺児による慰霊友好親善事業

 　ポルトガル語講座（初級Ⅰ～日常生活の会話～）

日　時　1 1月８日㈰  　※雨天決行

　　　　9：26 スタート（10㎞・５㎞部門）

　　　　9：30 スタート（３㎞・ペア部門）

会　場　県立彦根総合運動場陸上競技場、周辺道路

募集定員　2,500人

申込方法　申込用紙（ 教育委員会事務局、市役所１階受

付、支所・各出張所、市民体育センター、各地区公民

館、市内郵便局にあります）に必要事項を記入し、参

加料を添えて郵便局で手続をしてください。

申込期間　７月23日㈭〜９月24日㈭（消印有効）

特典　ひこにゃんの T シャツのプレゼントや、豚汁など

の提供があります。

問い合わせ先　彦根シティマラソン実行委員会事務局　

　（ 教育委員会保健体育課内）☎ 22-8871、FAX23-9190

 

　第23回彦根シティマラソン参加者

 

　　「プロがつくるお好み焼き」にチャレンジ　
　　ものづくり体験教室

 

　「パソコンでデザイン　オリジナルうちわづくり」に　 
　  チャレンジ　ものづくり体験教室

 

　2009 彦根・北びわ湖大花火大会清掃ボランティア

市場に行こう！市
いち

場
ば

で市
いち

　彦根総合地方卸売市場を市民に開放します。ぜひ、

お越しください。先着300人に粗品をプレゼントしま

す。日時　８月２日㈰　8：00 〜 13：00

場所　彦根総合地方卸売市場（安食中町）

内容　マグロの解体ショー、地場野菜、菓子、加工食

品、茶、肉、鮮魚などの販売、模擬店

問い合わせ先　彦根総合地方卸売市場㈱☎25-2518、

FAX28-1718

エコマーケット「夢畑」
を同時開催します

時間　８：00 〜 13：00

出店料　１ブース 500 円　出店数 35ブース

申込期限　７月24日㈮

申込方法・問い合わせ先　往復はがきの往信の

裏面に住所、氏名、電話番号、出店品目、人

数、出店希望日を、返信の表面に郵便番号、

住所、氏名を書いてリサイクルステーション
（〒 522-0088 銀座町４-19、受付時間 10：00 〜 16：

00、木・日曜日は休み）☎ 26-4810（FAX 共用）へ。

 

　親子でお米クッキング

 

　子どもセンター　星空教室

　路線バスを盛り上げるワークショップ（第２回）

　みんなで公共交通便利マップをつくろう

 

　川の生き物観察会

出店者
募集
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一
見
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
メ
ー
ル

の
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、
お
金
の
支
払
い
を

急
が
せ
た
り
、
脅
迫
と
も
考
え
ら
れ
る
文
言
が

あ
っ
た
り
と
不
審
な
た
め
、
早
速
、
サ
イ
ト
の

運
営
会
社
に
真
否
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
ま
っ
た
く
運
営
会
社
と
は
無
関
係

の
新
手
の
詐
欺
メ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
最
近
各

地
で
同
種
メ
ー
ル
が
横
行
し
、
は
じ
め
て
被
害

も
出
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
装
い
、
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
だ
ま
し
取

る
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
も
横
行
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
個
人
情
報
を
取
ら
れ
る
と
、
悪
用
さ
れ

被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
に
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
不
審
な
メ
ー
ル
が
届
い
た
ら
、
本
文
中
の
Ｕ

Ｒ
Ｌ
へ
の
接
続
や
メ
ー
ル
へ
の
返
信
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
や
確
認
は
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
し
ま
し
ょ
う
。

▼
至
急
の
振
込
み
を
要
請
し
て
い
る
と
き
は
、

「
振
り
込
め
詐
欺
」
を
疑
い
ま
し
ょ
う
。

▼
す
ぐ
に
振
り
込
ま
ず
、
家
族
、
知
人
、
消
費

生
活
相
談
窓
口
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
事
例

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
フ

※
１

リ
ー
メ
ー

ル
を
使
用
し
て
い
る
が
、サ
イ
ト
の
ヘ
ル
プ

セ
ン
タ
ー
と
名
乗
る
と
こ
ろ
か
ら
、
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
に
１
時
間
お
き
に
、
次
の
よ
う
な

内
容
で
次
々
に
メ
ー
ル
が
来
た
。

●
あ
な
た
が
迷
惑
メ
ー
ル
の
処
理
を
間
違

え
た
た
め
に
、
運

※
２

営
サ
ー
バ
に
過
度
の
負

荷
が
か
か
っ
た
。
そ
の
影
響
で
技
術
的
な

事
務
処
理
に
ま
で
支
障
を
き
た
し
て
い

る
。

●
あ
な
た
の
処
理
ミ
ス
は
、
利
用
規
約
や
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
操
作
や
利
用
を

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は

契
約
上
の
義
務
を
完
全
に
果
た
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
、
契
約
不
履
行
に

当
た
る
。

●
現
在
調
査
中
だ
が
、
解
決
策
が
見
つ
か
ら

ず
障
害
が
生
じ
た
場
合
は
、
し
か
る
べ
き

方
法
に
訴
え
る
ほ
か
な
い
。
問
題
解
決
の

た
め
「
事
故
調
査
報
告
書
」
を
メ
ー
ル
で

送
る
の
で
、
確
認
署
名
の
上
、
返
信
せ
よ
。

※
相
談
者
は
、
署
名
し
て
返
信
し
た
。

●
「
事
故
調
査
報
告
書
」
は
届
い
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
問
題
解
決
ま
で
当
サ
イ
ト
の
判

断
で
、
全
サ
ー
ビ
ス
利
用
停
止
の
制
限
措

置
を
取
る
場
合
が
あ
る
。

●
問
題
解
決
策
は
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な

い
。
無
料
範
囲
内
で
調
査
し
て
い
た
が
こ

の
ま
ま
で
は
打
つ
手
は
な
い
。

●
こ
の
ま
ま
影
響
が
拡
大
し
て
い
く
と
、
大

勢
の
お
客
や
取
引
先
、
関
係
各
位
に
ま
で

迷
惑
が
お
よ
ぶ
。
現
在
す
で
に
一
部
ユ
ー

ザ
ー
に
迷
惑
が
お
よ
ん
で
い
る
。

●
現
状
で
は
モ

※
３

ジ
ュ
ー
ル
の
入
れ
替
え
以

外
に
解
決
策
は
な
い
。
費
用
13
万
９
、
７

５
０
円
か
か
る
が
、
６
万
９
、
０
０
０
円

を
負
担
し
て
ほ
し
い
。
本
日
中
の
支
払
い

が
駄
目
な
ら
立
て
替
え
る
が
、
後
日
、
返

済
し
て
も
ら
う
。
約
束
の
日
ま
で
に
返
済

し
な
け
れ
ば
、
Ｉ
Ｄ
を
削
除
す
る
。
削
除

後
は
同
じ
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら

は
二
度
と
利
用
ま
た
は
再
登
録
で
き
な

く
な
る
。

●
ア

※
４

カ
ウ
ン
ト
削
除
に
関
わ
る
私
の
不
利

益
に
つ
い
て
は
、
当
サ
イ
ト
は
、
一
切
責

任
は
負
わ
な
い
。

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
の
連
絡
手
段

は
メ
ー
ル
の
み
で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
な
確
認
が

で
き
ず
、
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
真
実
か
ど

う
か
不
安
。
私
は
素
人
な
の
で
、
操
作
ミ
ス

を
し
た
と
言
わ
れ
れ
ば
、
し
て
な
い
と
は
断

言
で
き
な
い
。
送
ら
れ
て
く
る
メ
ー
ル
の
内

容
も
専
門
的
で
よ
く
理
解
で
き
な
い
し
、
支

払
い
を
急
が
さ
れ
て
い
る
が
、
直
接
話
も
で

き
ず
支
払
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

（
50
歳　

女
性
）

用
語
解
説

※
１
フ
リ
ー
メ
ー
ル　

無
料
で
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
も
ら
い
、
メ
ー
ル
送
受
信
で
き
る

サ
ー
ビ
ス

※
２
運
営
サ
ー
バ　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
繋
が

っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
ほ
か
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
機
能
や
デ
ー
タ
な
ど
を
提
供
す
る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

※
３
モ
ジ
ュ
ー
ル　

取
り
外
し
や
交
換
が
簡

単
に
で
き
る
部
品
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

※
４
ア
カ
ウ
ン
ト　

契
約
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
接

続
す
る
権
利
、
利
用
権

◆
全
体
会
（
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
・
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ 

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル

　

講
演

　
　
『
人
の
世
に
熱
と
光
を
！
』　

清
原
隆

り
ゅ
う

宣せ
ん

さ
ん　

　
特
別
報
告

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
『
心
を
つ
な
ぐ
メ
ッ
セ
ー
ジ
』

滋
賀
県
立
盲
学
校
音
楽
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

◆
社
会
教
育
分
野
分
科
会
（
託
児
あ
り
）

　

時
間　

午
後
１
時
〜
同
４
時

　

場
所　

ひ
こ
ね
市
文
化
プ
ラ
ザ　

メ
ッ
セ
ホ
ー
ル

◆
学
校
教
育
分
野
分
科
会

　

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
同
５
時

　

場
所　

市
内
各
地
区
公
民
館　

※
車
は
、
で
き
る
だ
け
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
人
権
教
育
課

　

☎
24-

７
９
７
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23-

９
１
９
０
番

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

小
説
「
橋
の
な
い
川
」
の
舞
台
に
な
っ
た
奈
良
県
御
所

市
。
１
９
５
２
年
に
、
こ
の
町
の
西
光
寺
に
生
ま
れ
る
。

西
光
寺
は
水
平
社
宣
言
を
起
草
し
た
西
光
万
吉
こ
と
清
原

一
隆
の
生
家
で
あ
り
、
隆
宣
さ
ん
は
弟
の
孫
に
あ
た
る
。

「
ひ
と
は
な
ぜ
、
平
等
に
な
れ
な
い
の
か
」「
ひ
と
は
な
ぜ
、

尊
敬
し
あ
え
な
い
の
か
」
世
間
の
間
違
っ
た
も
の
さ
し
を

正
し
、
人
間
は
平
等
で
あ
る
と
い
う
水
平
の
も
の
さ
し
を

広
め
た
い
と
、
全
国
各
地
で
人
の
世
の
熱
と
光
を
熱
く
語

り
続
け
て
い
る
。
現
在
、
西
光
寺
副
住
職
。



1�広報ひこね　平成 20 年 10 月 15 日広報ひこね　平成 21 年７月 15 日1� 広報ひこね　平成 21 年７月 15 日

※駐車場での駐車時間は、30 〜 40 分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み

ください。（臨時の収集は、原則として毎

週火・金曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前

後することがありますが、ご了承ください。

８月前半

３日㈪

４日㈫

５日㈬

６日㈭

７日㈮

10日㈪

1 1日㈫

1�日㈬

1�日㈭

1�日㈮

幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、野田山、正法寺、

地蔵、原（原西団地）、西沼波（東部）、本町一丁目、本町二丁目、

本町三丁目、銀座、中央（第１・４部）、芹橋一丁目、芹橋二

丁目（河原二丁目一部を含む）、三津

幸、芹、安清、外、里根、野田山、正法寺、地蔵、西今、平田（大

沢）、海瀬、三津屋

里根、外、戸賀、小泉、野瀬、西今、須越、三津屋

芹川、山之脇、戸賀、小泉、西今、須越、八坂

後三条（下）、芹川、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、八坂

北、開出今団地（第１・３部）、大藪、西今、八坂

中央（第２、３部）、立花、金亀、尾末、大橋、元岡、沼波、

城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、大藪、

開出今蔵の町団地、宇尾、八坂東団地

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、元、船、旭、中藪一

丁目、中藪二丁目、中藪、長曽根南、平田（大沢を除く）、開

出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、佐和、大東、錦（第１部）、

和田、平田（大沢を除く）、開出今、宇尾

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、橋向、新、芹中、後

三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻

西沼波（東部を除く）、東沼波、甘呂、竹ケ鼻、亀山地区、稲

枝（西）、服部、出路、田原、稲部（稲部）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【８月前半】

図書館休館日 ３日㈪、10日㈪

５日㈬

６日㈭

４日㈫

７日㈮

１1日㈫

１2日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前

葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
JA 東 び わ こ 鳥 居 本 支 店 駐 車 場
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
JA 東 び わ こ 本 店 前 駐 車 場
河 瀬 地 区 公 民 館

多 景 保 育 園 横
長曽根町・エクセレントヒルズ彦根
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部

楡 公 民 館
昭 和 電 工 茂 賀 ハ イ ツ
WA っとねす春日（旧広野会館）

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００ 

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１3日㈭

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

８月前半

１4日㈮
JA 東 び わ こ 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
ロ ー ソ ン 彦 根 外 町 店 駐 車 場

１３：２０
１４：１０
１５：００
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深ふ
か

尾お　

心
こ
こ
ろ

ち

ゃ

ん

（
高
宮
町
）

古ふ
る

川か
わ

紗す
ず

奈な

ち

ゃ

ん

（
東
沼
波
町
）

西に
し

村む
ら

胡こ

音と

ち
ゃ
ん

（
東
沼
波
町
）

ひこね元気計画�1
推進中！
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今月の納税 固定資産税（第２期） ７月31日㈮までに納めましょう

　

足
軽
は
「
足
軽
く
疾し

っ

走そ
う

す
る
歩
卒
（
歩

兵
）」
の
こ
と
。
戦
国
時
代
以
降
、
戦

い
く
さ

の
主

力
と
な
っ
た
集
団
戦
で
は
重
要
な
位
置
を

占
め
ま
し
た
。

　

彦
根
藩
で
は
、
足
軽
１
、
１
２
０
人
を
、

鉄
砲
を
扱
う
「
鉄
砲
組
」
と
弓
を
扱
う
「
弓

組
」
に
分
け
、
さ
ら
に
鉄
砲
50
人
組
を
１

組
、
同
40
人
組
を
５
組
、
同
30
人
組
を
25

組
、
弓
20
人
組
を
６
組
の
合
計
37
組
に
編

成
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
足
軽
組
を
預
か
っ
た
の
が
、
千
石

か
ら
三
百
石
取
の
「
物も

の

頭が
し
ら

」
で
す
。
彼
ら

は
、
戦
時
に
は
「
足
軽
大
将
」
と
し
て
足

軽
組
の
指
揮
を
取
る
立
場
に
あ
り
、
平
時

に
お
い
て
も
訓
練
・
組
織
化
し
て
実
践
に

備
え
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
平
時
の
足

軽
に
は
、
城
内
番
や
門
番
・
辻
番
、
普
請

方
へ
の
出で

人に
ん

（
出
向
）
な
ど
多
様
な
業
務
が

あ
り
ま
し
た
。

　

彦
根
藩
の
足
軽
は
、
慶
長
11
年
（
１
６

０
６
）
に
設
置
さ
れ
た
下
組
（
中
藪
組
）

や
善せ

利り

組
を
始
め
、
北
組
（
切
通
組
）、
上

組
（
大
雲
寺
組
）、
中
組
な
ど
が
、
総
体

と
し
て
江
戸
時
代
の
早
い
段
階
に
整
え
ら

れ
ま
し
た
。
足
軽
の
住
ま
い
は
、
外
堀
の

外
側
、
つ
ま
り
城
下
町
の
も
っ
と
も
外
側

に
、
城
下
町
を
取
り
囲
む
よ
う
に
屋
敷
を

連
ね
て
お
り
、
彦
根
城
と
城
下
町
を
守
備

す
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
足
軽
組
の
中
で
、
も
っ
と
も
規

模
の
大
き
か
っ
た
の
が
善
利
組
で
し
た
。

現
在
の
芹
橋
一
丁
目
・
二
丁
目
一
帯
に
相

応
し
ま
す
。
東
西
約
７
５
０
m
、
南
北
約

３
０
０
m
を
占
め
、
幕
末
期
に
は
約
７
０

０
戸
を
数
え
ま
し
た
。
現
在
、
江
戸
時
代

の
建
物
は
１
割
に
満
た
な
い
ま
で
に
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
間
口
５
間
（
約
９
m
）、
奥

行
10
間
（
約
18
ｍ
）
ほ
ど
の
短
冊
形
の
敷
地

に
、
木き

戸ど

門
と
目め

板い
た

瓦
が
わ
ら

葺ぶ
き

の
塀
に
囲
ま
れ

た
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
武
家
屋
敷
の
体て

い

裁さ
い

を
整
え
た
建
物
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

主し
ゅ

屋お
く

は
切き

り

妻づ
ま

造づ
く

り
で
、
入
口
を
入
っ
た

土
間
の
奥
に
は
、
玄
関
・
台
所
・
納な

ん

戸ど

・

座
敷
が
田
の
字
型
に
構
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
八
畳
の
座
敷
に
は
床
を
付
設
し
、

座
敷
の
外
に
は
小
さ
い
な
が
ら
庭
の
あ

る
の
が
一
般
的
で
し
た
。

　

屋
敷
の
外
を
走
る
道
は
１
間
半
（
約
２
・

７
ｍ
）
と
狭
く
、
要
所
に
「
ど
ん
つ
き
」

「
く
い
ち
が
い
」
な
ど
城
下
町
に
特
有
の

備
え
が
残
り
、
辻
の
要
所
に
は
「
辻
番

所
」
が
あ
っ
て
通
り
を
監
視
し
て
い
ま
し

た
。
現
存
す
る
辻
番
所
は
１
か
所
の
み
で

す
。
辻
に
向
か
っ
て
監
視
窓
が
二
方
に
設

け
ら
れ
、
今
も
辻
を
に
ら
ん
で
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、
こ
の

辻
番
所
と
隣
接
す
る
足
軽
屋
敷
を
、
今
年

度
か
ら
文
化
財
と
し
て
の
保
存
修
理
を

行
い
ま
す
。
修
理
後
は
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
拠
点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
た

だ
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会
文

化
財
課
☎
26-

５
８
３
３
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
26-

５
８
９
９
番
、
Ｅ
メ
ー

ル

: bunkazai@
m
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ed.jp

 

▶
辻
番
所
と
江
戸
時
代
以
来
の
狭
い
通
り

文
化
財
課
か
ら
の
お
願
い

　

教
育
委
員
会
文
化
財
課
で
は
、

城
下
町
を
写
し
た
古
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。
お
持
ち
の
人
は
、

教

育
委
員
文
化
財
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

市
民
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム

～
環
境
の
た
め
に
私
た
ち
が

　

し
て
い
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
～

　

太
陽
光
発
電
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト

カ
ー
や
電
気
自
動
車
、
バ
イ
オ
燃
料

に
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
新
し
い
言

葉
が
日
常
の
生
活
に
あ
ふ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
日
々
の
暮
ら
し
が
大

き
く
変
化
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
私

た
ち
は
環
境
の
た
め
に
何
を
し
て
い

る
の
か
、
学
校
の
友
達
や
近
所
の
人

た
ち
は
ど
う
考
え
て
い
る
ん
だ
ろ
う
、

そ
ん
な
疑
問
に
つ
い
て
幅
広
い
世
代

の
人
た
ち
と
意
見
交
換
し
、
家
庭
で

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、
み
ん

な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
１
日
㈯　

午
後
２
時
〜

同
５
時

場
所　

ひ
こ
ね
燦
ぱ
れ
す

内
容　
　
　

▼
作
文
発
表
・
表
彰　

市
内
の
小
中

学
校
か
ら
選
ば
れ
た
作
文
を
表
彰

し
、
発
表
し
ま
す
。

作
文
テ
ー
マ　
『
環
境
の
た
め
に
私

た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
、
で
き
る

こ
と
』

▼
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
な
ど　

市
民
が
パ

ネ
ル
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

生
活
環
境
課

☎
30-

６
１
１
６
番
、　

Ｆ
Ａ
Ｘ

27-

０
３
９
５
番


